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　高齢化やグローバル化といった日本の農業を取り巻く様々な環境変化の中で、弘前市においても自立的

で、持続的な農業の仕組みづくりが喫緊の課題となっている。そんな中で、本事業を通して学生たちは、

１）国の農業政策の在り方として掲げてきている集約化、高付加価値化、IT化、法人化や農産物の輸出拡

大に関し、実際の取り組みや直面する問題点についても、それらを先進的に体現してきた米国農業に直に

触れること、それを通して、２）弘前市の成長に繋げられるこれからの農業の在り方を国際的な視野で捉え

ることができるようにすることを目的に本事業を実施した。本学との協定校であるテネシー大学マーチン校

農業学部での教員や学生達との交流、またテネシー州の大規模農場、農業組合、エタノール工場等への

見学やインタビュー調査を通して得られた成果は、学生たちが輸出志向、大規模化、機械化がベースのア

メリカ農業の実態と生産性、収益力、そして競争力を目指す農家や農業組合の在り方に実際に触れること

が出来、そして、日本、及び弘前市の農業に対する興味を深め、農業と地域の将来を真剣に考えることが

できるようになった。

　派遣学生名：学校教育教員養成課程3年　３名
　　　　　　　　　大学院教育学研究科2年　１名
　指導教員名：秋葉まり子

【事業概要とその成果】

　事業の概要とその成果　

　アメリカの先進的事例から地域の農業を考える
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